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自動車運搬船に対する可搬式ガス検知器の追加要件

について 
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2014 年 5 月に開催された IMO の第 93 回海上安全委員会（MSC93）において、決議 MSC.365(93)
が採択され、圧縮水素又は圧縮天然ガス自動車を積載する自動車運搬船に対する要件が SOLAS
条約 II-2 章第 20-1 規則に追加されました。 
当該自動車を 2016 年 1 月 1 日以降に積載する現存船については、可搬式ガス検知器の設置のみ

が要求されます。本決議により定められた追加要件の現存船への適用につきましては、次の通りとな

りますのでお知らせ致します。 
ここで、現存船とは 2016 年 1 月 1 日より前に起工された自動車運搬船をいいます。(2016 年 1 月 1
日以降に起工する自動車運搬船につきましては、可搬式ガス検知器の設置要件を含む SOLAS 条

約 II-2 章第 20-1 規則の全ての要件に適合することが要求されます。) 
 
 
1. 2016年 1月 1日以降に自走用の圧縮水素又は圧縮天然ガスをタンクに有する自動車を積載す

る現存船は、最低 2 個の可搬式ガス検知器を備えること。 
 
2. 可搬式ガス検知器は、該当するガス燃料を検知するのに適切なものとし、該当する爆発性のガ

ス空気混合気体での使用について証明された防爆形のものを備えること。 
 
3. 現存船が上記の規定に適合していることの確認は 2016 年 1 月 1 日以降の定期的検査時に弊

会検査員が行います。 
 

（次頁に続く） 
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なお、本件に関してご不明な点は、以下の部署にお問い合わせください。 
 
[可搬式ガス検知器の設置要件に関するお問い合わせ] 
一般財団法人 日本海事協会 （ClassNK） 
本部 管理センター別館 材料艤装部 
住所: 東京都千代田区紀尾井町 3-3（郵便番号 102-0094） 
Tel.: 03-5226-2020 
Fax: 03-5226-2057 
E-mail: eqd@classnk.or.jp 
 
[可搬式ガス検知器に要求される防爆性能に関するお問い合わせ] 
本部 管理センター別館 機関部 
住所: 東京都千代田区紀尾井町 3-3（郵便番号 102-0094） 
Tel.: 03-5226-2022, -2023 
Fax: 03-5226-2024 
E-mail: mcd@classnk.or.jp 
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